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フォーサイトって何？
　仙台市の地域建設業者で組織
する仙台建設業協会（仙建協）が発
行する無料の地域情報マガジンです。
本来の意味は「先見の明」で、「仙建
協」との韻を踏んでおり、仙台の
未来を見通す内容とする願い
が込められています。

（
一
社
）仙
台
建
設
業
協
会  

会
員
会
社

【青葉区】
熱海建設㈱
㈱熱海工務店
㈱熱海店
㈱阿部和工務店
阿部建設㈱
㈱石井組
遠藤建業㈱
奥田建設㈱
金福建設㈱
㈱小松建設
庄子建業㈱
㈱鈴木建設
仙建工業㈱
千田建設㈱
東北共栄建設㈱
㈱東北ロンテック
銅谷建設㈱
日建工業㈱

【青葉区】
㈱橋本店
東日本コンクリート㈱
㈱広瀬組
㈱深松組
宮環建設㈱
山川建設㈱
ワーカー工業㈱

【泉区】
赤坂建設㈱
㈱泉工務店
海道建設㈱
㈱さとう総業
東北グレーダー㈱
中田建設工業㈱
㈱桝田組
丸武建設㈱
㈱三浦組

【宮城野区】
栄喜工業㈱
奥山工業㈱
㈱鎌田建設
後藤工業㈱
伸和興業㈱
仙台アスコン㈱
仙台土木建築工業㈱
㈱髙工
鷹觜建設㈱
㈱丹勝
中城建設㈱
長谷川建設㈱
㈱丸鹿
㈱湯目建設
㈱渡邊舗装工業

【若林区】
遠藤工業㈱
遠藤吉照土建㈱
皆成建設㈱
㈱加賀
木皿建設㈱
栗村建設興業㈱
サイト工業㈱
㈱佐元工務店
仙舗建設㈱
㈱丹秀工務店
㈱千葉建設
東北ニチレキ工事㈱
日道建設㈱
ヤマトワーク㈲
若葉建設㈱

【太白区】
㈱阿部砂利建設
河北建設㈱
㈱柴田建設工業
㈱ショウエー
通信道路㈱
㈱東北リアライズ
㈱永岡
㈱日啓工業
㈱丸三建設興業
㈱三浦勇工務店
山辰建設㈱
陽光建設㈱

【黒川郡大和町】
大和建設㈱
八嶋建設㈱
㈱吉田工務店

【黒川郡大衡村】
㈱松川土木
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　観
測
史
上
最
大
の
規
模
の
地
震
で
東
北
を

襲
い
、
巨
大
な
津
波
に
よ
っ
て
多
く
の
犠
牲

を
出
し
た
東
日
本
大
震
災
の
発
災
か
ら
ま
も

な
く
10
年
目
。
仙
台
市
は
復
旧
・
復
興
が
進

み
、
震
災
を
乗
り
越
え
た
防
災
環
境
都
市
と

し
て
の
歩
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　仙
台
建
設
業
協
会
（
以
下
、
仙
建
協
）
は
、

発
災
直
後
の
道
路
啓
開
や
、
震
災
が
れ
き
の

処
理
、
農
地
の
復
旧
な
ど
、
復
旧
・
復
興
に

尽
力
し
て
き
ま
し
た
。

　そ
し
て
、
震
災
の
経
験
を
基
に
次
の
災
害

へ
対
策
を
強
化
す
る
な
ど
、
震
災
の
経
験
を

踏
ま
え
て
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
守
り
手
と

し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
た
め
の
取
り

組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　今
回
は
震
災
か
ら
10
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
地
震
直
後
の
対
応
と
復
興
の
軌
跡
、
そ

し
て
仙
台
市
の
復
興
の
取
り
組
み
を
振
り
返

る
と
と
も
に
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域
建
設

業
の
活
動
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

会
員
企
業
の
激
闘
の
記
録
と

復
興
の
軌
跡
を
振
り
返
る

大
震
災
か
ら
　
年
10

巻 頭 特 集
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大震災から10年 会員企業の激闘の記録と復興の軌跡を振り返る巻 頭 特 集

２
０
１
１
年
３
月
11
日
に
発
生
し
、
最
大
震

度
７
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
９
・
０
と
い
う
観
測
史

上
最
大
の
規
模
の
地
震
で
、
東
日
本
各
地
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
し
た
東
日
本
大
震
災
。
仙
台
市

で
も
２
万
９
４
６
９
棟
の
建
物
が
全
壊
し
た
上
、

沿
岸
部
を
襲
っ
た
最
大
７
・
２
㍍
の
巨
大
津
波
に

よ
っ
て
、
約
３
２
２
６
㌶
が
浸
水
。
若
林
区
の
56

㌫
、
宮
城
野
区
の
35
㌫
に
当
た
る
面
積
が
被
害
を

受
け
、
家
屋
も
８
１
１
０
世
帯
が
浸
水
す
る
な
ど
、

大
き
な
損
害
が
生
じ
ま
し
た
。
ま
た
、
仙
台
市
内

の
丘
陵
部
で
も
、
昭
和
30
～
40
年
代
に
造
成
さ
れ

た
住
宅
地
で
も
地
す
べ
り
や
地
盤
の
崩
壊
、
擁
壁

の
損
壊
な
ど
、
広
範
囲
に
わ
た
っ
て
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。

迅
速
な
復
旧
に
向
け
た

建
設
業
の
奮
闘

こ
の
想
定
外
の
事
態
に
際
し
、
仙
建
協
で
は
地

震
発
生
後
、
直
ち
に
災
害
応
急
措
置
協
力
会
本

部
を
設
置
。
停
電
に
加
え
、
通
信
手
段
も
絶
た

れ
た
中
、
青
葉
区
内
の
数
社
が
集
合
し
ま
し
た
。

仙
建
協
は
地
域
を
守
る
役
割
を
果
た
す
た
め
、

１
９
９
１
年
に
仙
台
市
と
災
害
協
定
を
結
び
、
協

力
し
て
訓
練
す
る
な
ど
、
災
害
に
備
え
て
い
ま
し

た
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
各
区
の
会
員
企
業
も
区
役

所
と
打
ち
合
わ
せ
を
行
い
、
真
っ
先
に
道
路
啓
開

や
行
方
不
明
者
捜
索
の
た
め
の
が
れ
き
撤
去
に
尽

力
し
ま
し
た
。
巨
大
な
災
害
が
発
生
し
た
際
に
、

自
衛
隊
や
警
察
が
現
地
で
活
躍
す
る
姿
を
テ
レ
ビ

な
ど
で
目
に
す
る
こ
と
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
現
地
に
行
く
た
め
の
道
路
の
確
保
な
ど
で
、

真
っ
先
に
被
災
地
に
向
か
う
の
が
、
実
は
建
設
業

な
の
で
す
。

４
月
中
旬
か
ら
、
沿
岸
部
で
は
会
員
51
社
が
４

班
に
分
か
れ
て
、
家
屋
の
解
体
や
が
れ
き
の
撤
去

を
組
織
的
に
実
施
。
５
月
に
は
市
内
全
域
を
対
象

と
し
た
損
壊
家
屋
等
解
体
撤
去
隊
が
会
員
40
社

に
よ
り
編
成
さ
れ
ま
し
た
。
約
１
８
０
０
㌶
が
浸

水
し
た
農
地
に
つ
い
て
も
、
７
月
か
ら
５
工
区
に

分
か
れ
て
会
員
54
社
が
作
業
に
当
た
り
ま
し
た
。

震
災
で
発
生
し
た
仙
台
市
内
の
が
れ
き
は

２
７
２
万
㌧
に
及
び
ま
す
。
こ
れ
は
、
仙
台
市
全

体
か
ら
出
る
通
常
ゴ
ミ
処
理
量
の
約
4
年
分
に
相

当
し
ま
す
。
仙
台
市
は
、
11
年
４
月
に
が
れ
き
処

理
の
方
針
を
い
ち
早
く
策
定
。
「
発
災
か
ら
１
年

以
内
の
撤
去
、
３
年
以
内
の
処
理
完
了
」
を
目

標
に
掲
げ
ま
し
た
。
そ
の
目
標
を
実
現
さ
せ
る
た

め
の
処
理
体
制
は
後
に
「
仙
台
方
式
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

仙
台
方
式
で
は
、
仙
台
市
が
事
業
方
針
や
作
業

の
進
捗
状
況
を
管
理
。
仙
建
協
と
宮
城
県
解
体
工

事
業
協
同
組
合
が
、
が
れ
き
・
損
壊
家
屋
等
の
分

別
と
撤
去
を
行
い
、
さ
ら
に
宮
城
県
産
業
廃
棄
物

協
会
仙
台
支
部
（
現
・
宮
城
県
産
業
資
源
循
環

協
会
仙
台
支
部
）
が
が
れ
き
を
細
か
く
分
別
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
す
る
な
ど
、
官
民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
に
応
じ
て
、
緊
密
に
連
携
し
な
が
ら
作
業
し
ま

し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
迅
速
な
が
れ
き
処
理
を
仙

台
市
内
だ
け
で
完
結
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
建
設
業
の
活
躍
も
あ
り
、
11
年
度
内

に
が
れ
き
の
撤
去
は
完
了
。
焼
却
な
ど
の
全
て
の

処
理
も
13
年
度
ま
で
に
完
了
し
ま
し
た
。
が
れ
き

を
丁
寧
に
分
別
し
、
リ
サ
イ
ク
ル
率
72
㌫
を
達
成

し
た
こ
と
も
仙
台
方
式
の
大
き
な
特
徴
で
す
。
後

に
こ
の
仙
台
方
式
は
、
先
進
的
な
取
り
組
み
と
し

て
、
15
年
３
月
に
仙
台
市
で
開
か
れ
た
国
連
防
災

世
界
会
議
に
お
い
て
発
信
さ
れ
ま
し
た
。

震
災
を
乗
り
越
え
た

防
災
環
境
都
市
へ

仙
台
市
は
、
被
災
し
た
住
宅
、
道
路
、
農
地
な

ど
の
復
旧
・
復
興
を
集
中
的
に
進
め
る
た
め
、
11

年
11
月
に
、
15
年
度
ま
で
の
５
年
間
を
期
間
と
す

る
震
災
復
興
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

震
災
に
よ
っ
て
ま
ち
が
さ
ま
ざ
ま
な
災
害
の
脅
威

に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
あ
ら
た
め
て
認
識
し

た
た
め
、
将
来
の
災
害
や
温
暖
化
に
よ
る
気
候
変

動
に
も
備
え
た
「
し
な
や
か
で
強
靭
な
都
市
」

を
目
指
し
、
防
災
環
境
都
市
づ
く
り
を
進
め
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。
復
興
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

市
民
の
日
常
を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
を
適
切
に
整
備

し
た
り
、
震
災
で
得
た
教
訓
を
基
に
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
た
り
と
、
仙
台
を
安
全
・
安
心
で
持

続
可
能
な
ま
ち
に
す
る
こ
と
が
狙
い
で
す
。

具
体
的
に
は
、
生
活
再
建
に
向
け
た
復
興
公
営

住
宅
の
建
設
、
集
団
移
転
用
地
の
造
成
な
ど
を
集

中
的
に
実
施
。
津
波
に
よ
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
東
部
地
域
は
、
住
宅
の
建
設
を
禁
止
し
、
「
防

災
集
団
移
転
促
進
事
業
」
と
し
て
居
住
し
て
い

た
住
民
の
住
ま
い
を
内
陸
部
へ
移
転
し
ま
し
た
。

津
波
で
被
災
し
た
沿
岸
部
一
帯
に
は
、
津
波
か

巻 頭 特 集

2011年3月31日蒲生荒浜地区

災害対策本部会議（仙建協会長室）

3FORESIGHT 2020



大震災から10年 会員企業の激闘の記録と復興の軌跡を振り返る巻 頭 特 集

災害対策本部会議（仙建協会長室）農地がれき撤去（熱海建設）

農地がれき撤去（深松組）
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平時の備えが
復旧に奏功

河合正広 会長（当時）

に聞く

連絡手段寸断も
初動対応に奔走

菅原澄雄専務理事（当時）

に聞く
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ら
一
時
的
に
避
難
す
る
た
め
の
津
波
避
難
タ
ワ
ー

を
は
じ
め
と
す
る
避
難
施
設
13
カ
所
を
設
置
。
さ

ら
に
津
波
防
災
対
応
と
し
て
、
若
林
区
藤
塚
か
ら

宮
城
野
区
蒲
生
ま
で
の
10
・
２
㌔
㍍
の
区
間
で
東

部
復
興
道
路
（
か
さ
上
げ
道
路
）
を
整
備
し
ま
し

た
。
海
岸
や
河
川
の
堤
防
に
加
え
て
、
高
さ
約
６

㍍
の
東
部
復
興
道
路
が
内
陸
部
へ
の
浸
水
を
防
ぐ

「
多
重
防
御
」
の
役
割
を
担
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
復
興
事
業
に
、
全
て
の
仙
建
協
会
員

企
業
は
携
わ
り
ま
し
た
。
仙
台
市
の
復
興
は
順
調

に
進
み
、
３
２
０
６
戸
を
整
備
す
る
復
興
公
営
住

宅
は
２
０
１
６
年
度
に
建
設
が
完
了
。
東
部
地
域

の
集
団
移
転
跡
地
は
新
た
な
土
地
利
用
方
法
を
検

討
し
た
結
果
、
成
長
産
業
の
集
積
、
農
地
の
集

約
・
高
度
利
用
化
と
６
次
産
業
化
の
促
進
、
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
レ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
再
整
備
と
、
３
つ

の
ゾ
ー
ン
を
設
定
し
て
整
備
す
る
こ
と
に
決
定
。

仙
台
市
の
「
新
た
な
魅
力
」
を
生
み
出
す
場
と

し
て
、
今
後
の
開
発
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
丘
陵
地
で
も
宅
地
崩
落
が
起
き
た
折

立
地
区
の
復
旧
が
15
年
３
月
に
完
了
す
る
な
ど
、

着
々
と
復
旧
が
進
み
ま
し
た
。

14
年
度
か
ら
整
備
を
開
始
し
た
津
波
避
難
施
設

は
、
17
年
度
に
は
全
て
が
完
成
す
る
な
ど
、
復
旧
・

復
興
と
と
も
に
次
の
災
害
に
備
え
た
防
災
体
制
が

進
展
し
ま
し
た
。

東
部
復
興
道
路
は
、
19
年
10
月
に
記
録
的
な
豪

雨
と
暴
風
を
も
た
ら
し
た
台
風
19
号
に
よ
る
被
害

を
乗
り
越
え
、
11
月
30
日
に
開
通
。
こ
れ
に
よ
り
、

震
災
時
と
同
じ
規
模
の
津
波
が
発
生
し
て
も
、
道

路
よ
り
都
市
側
の
波
の
高
さ
は
家
屋
の
流
出
を
免

れ
る
と
さ
れ
る
２
㍍
ま
で
抑
え
る
こ
と
が
可
能
に

な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
の
復
旧
と
再
整
備
、
防
災
・

減
災
の
た
め
の
施
設
、
そ
し
て
新
た
な
賑
わ
い
の

創
出
に
欠
か
せ
な
い
事
業
に
、
多
く
の
仙
建
協
の

会
員
企
業
が
尽
力
し
ま
し
た
。

震
災
の
経
験
を
基
に
、

次
の
災
害
に
備
え
る

東
日
本
大
震
災
以
降
も
熊
本
地
震
や
胆
振
地

震
な
ど
の
巨
大
地
震
の
ほ
か
、
関
東
・
東
北
豪
雨
、

東
日
本
台
風
と
い
っ
た
豪
雨
災
害
も
日
本
各
地
を

襲
い
ま
し
た
。
災
害
の
頻
発
化
・
激
甚
化
に
よ
っ

て
、
日
本
は
ま
た
い
つ
ど
こ
で
ど
の
よ
う
な
災
害

が
起
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
仙
建
協
は
東
日
本
大
震
災
の

経
験
を
、
今
後
の
備
え
に
役
立
て
る
た
め
に
、
さ

ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

15
年
９
月
に
は
、
膨
大
な
が
れ
き
処
理
に
尽
力

し
た
仙
建
協
、
宮
城
県
解
体
工
事
業
協
同
組
合
、

宮
城
県
産
業
資
源
循
環
協
会
仙
台
支
部
の
３
団

体
が
、
当
時
の
教
訓
を
踏
ま
え
、
互
い
に
情
報
共

発災直前に仙台市と災害訓練を実施し
ていたことが、大いに役立ったと思いま
す。仙台市とは災害協定を締結しており、
協会でも連絡網は整えていましたが、実
際にどれだけ機能するのかなどを確認し
ておく必要があると考えたからです。震
災の前年（2010年）9月、当誌上で奥山
恵美子市長（当時）と対談した折にその
意向を伝え、12月に若林区役所と具体的
な訓練を実施しオーダーと対応一連の動
きを確認しました。後日、反省会を行い、
毎年各区と持ち回りで訓練を継続しよう
と話し合っていたところで大震災が起きま
した。連絡手段など反省点が多々残った
ことは事実ですが、組織立って動くこと
ができたのは事前の取り組みがあったか
らこそで、ありきたりですが平時の備え
が大切と痛感します。
また「仙台方式」と呼ばれたがれき処
分については、協会会員の力量を見極め
用命くださった仙台市の英断に感謝して
います。双方で事業スキームを構築し窓
口を環境局に一本化したことが奏功して
撤去～運搬～処理が予想以上のスピード
で機能しました。支払い単価も早期に決
定してくれました。国の予算措置が不確
かな段階だったので本音は心配で、市に
相談した際「約束は守る。その代わりしっ
かり分別処理してほしい」と勇気づけら
れたものです。そのおかげで地元の力で
迅速かつ的確にやり遂げたという自負が、
いまでもあります。

海岸線と並行するかさ上げ道路と平面交差する避難道路（仙台市提供）

中野5丁目のタワー型避難施設
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有
し
な
が
ら
仙
台
市
と
緊
密
に
連
携
す
る
た
め
、

全
国
で
も
珍
し
い
民
間
団
体
同
士
の
相
互
協
力
協

定
を
締
結
。
各
団
体
が
人
命
捜
索
、
道
路
啓
開
、

が
れ
き
処
理
、
被
災
家
屋
の
解
体
な
ど
で
そ
れ
ぞ

れ
が
得
意
な
分
野
を
生
か
し
て
協
力
す
る
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

17
年
４
月
に
は
３
団
体
で
震
災
時
の
教
訓
を
１

冊
に
ま
と
め
た
『
役
に
立
つ
！
Ｑ
＆
Ａ
災
害
廃
棄

物
処
理
の
初
動
期
活
動
～
東
日
本
大
震
災
の
実

体
験
か
ら
～
』
を
発
刊
。
仙
台
方
式
な
ど
で
得
た

教
訓
を
広
く
発
信
し
、
他
地
域
で
大
規
模
災
害
が

起
き
た
際
に
、
参
考
と
し
て
も
ら
う
こ
と
が
狙
い

で
す
。
18
年
４
月
に
は
３
団
体
に
仙
台
市
が
加
わ

り
、
災
害
廃
棄
物
処
理
の
協
力
協
定
を
締
結
し
ま

し
た
。

そ
し
て
18
年
９
月
に
は
、
静
岡
県
浜
松
市
の
浜

松
建
設
業
協
会
と
災
害
が
起
き
た
際
は
要
請
の
有

無
を
問
わ
ず
、
互
い
に
現
地
に
駆
け
付
け
る
と
し

た
「
災
害
時
の
相
互
援
助
協
定
」
を
結
び
ま
し

た
。
南
海
ト
ラ
フ
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
浜

松
と
、
再
び
宮
城
県
沖
地
震
が
起
き
る
恐
れ
が
あ

る
仙
台
そ
れ
ぞ
れ
の
建
設
業
団
体
同
士
が
こ
う
し

た
協
定
を
結
ぶ
こ
と
で
、
次
に
地
震
が
起
き
た
と

き
は
素
早
く
対
応
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

19
年
７
月
に
は
こ
ち
ら
も
全
国
初
の
試
み
と
し

て
、
ビ
ジ
ネ
ス
ホ
テ
ル
の
運
営
な
ど
を
手
掛
け
る

松
月
産
業
と
「
災
害
時
に
お
け
る
復
旧
作
業
援

大きな揺れの後、仙台市からどのような
要請がくるだろうか、どう会員企業に連絡
をとれば良いだろうかということが頭の中
を駆け巡りました。昇降式駐車場にある車
は停電で使えなかったので、ハイブリッド
のレンタカーを借りてテレビをつけ、仙台
市の対策本部に出向いたりして情報収集に
当たりました。連絡手段がないため、徒歩
で近くの役員企業などを回り、翌日に事務
局に集合してもらうよう呼び掛けて、集まっ
た数社の人達で対策本部をスタートさせる
ことができました。
震災発生の3カ月前に、若林区と災害協
定に基づく訓練を行っていたことは本当に
功を奏したと思います。地震当日から、各
区の作業隊は緊急的な応急対応に当たって
いました。一方、仙建協の本部には仙台市
からの要請が次々と来るようになり、対応
できる会員企業を探して割り振りしました。
その後、組織として行方不明者捜索のため
の道路啓開に動き、がれき撤去、損壊家
屋の解体といった復旧作業へ、仙台の復興
へ向けた長い闘いが続くことになります。
当時を振り返りますと、協定に基づく市
の担当窓口が建設関係部局に一本化され、
防災無線などのホットラインでつながるこ
とができていれば、初動はもっとスムーズ
だったかもしれないという思いがあります。
震災から10年を迎え、市との連携や情

報交換が格段に進んでいると伺っておりま
す。協会と会員皆さまの一層のご活躍をお
祈りしております。

冊子「災害廃棄物処理」の表紙

松月産業との覚書締結式

助
者
の
宿
泊
に
関
す
る
覚
書
」
を
締
結
し
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
災
害
時
に
駆
け
付
け
て
く
れ

た
浜
松
建
協
会
員
に
迅
速
か
つ
確
実
に
宿
泊
施
設

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
、
受
け
入
れ
体

制
が
整
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

21
年
３
月
で
震
災
か
ら
丸
10
年
。
仙
台
市
は
、

21
年
度
か
ら
30
年
度
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
の
指
針

と
な
る
新
し
い
総
合
計
画
の
策
定
を
進
め
て
い
ま

す
。
こ
の
中
に
は
目
指
す
べ
き
都
市
の
姿
と
し
て

「
災
害
対
応
力
を
備
え
、
国
内
外
の
防
災
力
の
向

上
に
貢
献
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
」
と
の
目
標
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
震
災
と
い
う
不
幸
な
経

験
の
中
で
得
た
教
訓
を
基
に
、
防
災
・
減
災
の
視

点
を
取
り
入
れ
た
都
市
像
を
目
指
し
な
が
ら
、
得

ら
れ
た
知
見
を
他
地
域
に
も
発
信
し
て
い
こ
う
と

い
う
考
え
方
で
す
。

仙
台
市
が
掲
げ
る
理
想
を
実
現
し
、
市
民
を
守

る
た
め
に
も
、
仙
建
協
と
会
員
企
業
は
、
こ
れ
か

ら
も
社
会
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
通
じ
て
住
み
や
す
い

環
境
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
次
の
災
害

へ
の
備
え
を
盤
石
な
も
の
と
す
る
た
め
、
こ
れ
か

ら
も
ま
い
進
し
て
い
き
ま
す
。

仙建協、浜松建協協定（中村会長・左と深松会長） 



職
場
や
現
場
で
求
め
ら
れ
る

新
し
い〝
建
設
業
様
式
〞

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

　2
0
2
0
年
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
中

で
猛
威
を
振
る
っ
て
い
ま
す
。

日
本
で
は
感
染
者
の
急
増
に

伴
い
４
月
に
緊
急
事
態
宣
言

が
発
令
さ
れ
、
外
出
自
粛
要

請
な
ど
で
社
会
経
済
活
動
全

般
に
大
き
な
影
響
が
出
ま
し

た
。
緊
急
事
態
宣
言
は
５
月

に
解
除
と
な
り
ま
し
た
が
、
引

き
続
き
マ
ス
ク
の
着
用
や
３
密

の
回
避
な
ど
、
感
染
拡
大
の

防
止
へ
向
け
た
「
新
し
い
生

活
様
式
」
へ
の
対
応
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　建
設
業
界
で
も
、
建
設
現

場
、
職
場
の
そ
れ
ぞ
れ
で
感

染
防
止
対
策
が
不
可
欠
と
な
っ

て
い
ま
す
。
多
く
の
人
が
集
ま

る
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
中
止
を
余

儀
な
く
さ
れ
、
仙
台
建
設
業

協
会
の
活
動
に
も
大
き
な
影

響
が
出
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　収
束
が
見
通
せ
な
い
コ
ロ
ナ

禍
を
ど
う
生
き
る
の
か
―
。

地
域
建
設
業
は
新
た
な
課
題

に
向
き
合
っ
て
い
ま
す
。

公共工事・業務の一時中止措置や入札
手続きの簡素化なども。

（2下旬～3月頃）

宮城県内では８月下旬以降、1日あたり10件以上の
発生日が増加しました。

（８月）

国交省が建設業における感染予防ガイドライン
をまとめました。

（5月14日）

マスクが一気に品薄に

外食はテイクアウトが増え、大皿料理の取り分けが避けられるように。

レジャーは近場、キャンプなどの外遊びが人気

企画特集　新型コロナウイルス感染拡大  職場や現場で求められる新しい“建設業様式”

企
画
特
集

新型コロナウィルス感染拡大
をめぐるこれまでの動き

仙
台
建
設
業
協
会
の
こ
の
一
年

28日

29日

22日

19日

25日

14日

16日

7日

24日

11日

28日

16日

14日

6日

世界の死者100万人超える

岩手県内で初の感染者

国内の１日の感染者が1000人超

「Go Toトラベル」開始

都道府県またぐ移動自粛　全国で緩和

緊急事態宣言　全国で解除

緊急事態宣言 39県で解除

緊急事態宣言 全国に拡大

７都府県に緊急事態宣言

東京五輪・パラ 1年程度延期に

ＷＨＯ 「パンデミック（世界的な大流行）」を宣言

ＷＨＯが世界的危険度を最高レベルの「非常に高い」に

日本国内で初の感染確認

ＷＨＯが新型コロナウイルスを確認

中国・武漢で原因不明の肺炎　厚労省が注意喚起1月

7月

8月

3月

4月

5月

2月

6月

9月

宮城県内の
感染者数
（10月末現在）

726人

2020年

　仙建協は５月20日、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を支援す
るため、仙台市に２００万円を寄付しました。深松努会長らが市役所を訪問
し、郡和子市長に目録を手渡しました。
　市民の日常生活を一刻も早く取り戻すために役立ててほしいと、本年度、
中止になった総会・懇親会費用を寄付金に充てました。
　深松会長は「建設業に限らず困っている人たちに活用してほしいと思い
ます。今後もわれわれのできることを行っていきます」と話しました。

年間行事が軒並み中止に

　仙建協の事務局では、マスク着用、消毒、定期的な換気を実施
しています。感染リスク低減のため、緊急事態宣言下では２班に分
かれ時差出勤を取り入れました。
　年間行事にも影響が出ています。毎年５月に開催していた定時
総会は書面決議で行い、懇親会を取りやめました。また、外出自

粛要請が出ていたこ
ともあり、春の広瀬
川流域の清掃活動も
中止に。
　会議関係は出席者を限定したり、時間を短縮したりしているほか、
安全パトロールでは現場事務所内で行う書類関係のチェックをなく
し、現場内の点検のみにとどめるなどの工夫をして実施しています。
　ゴルフ大会やボウリング大会といった親睦を深める行事も、本年
度は中止を余儀なくされました。11年ぶりの復活へ向けて練習が本
格化していた仙建協祭連の仙台すずめ踊りも、仙台青葉まつりが中
止となり、再デビューが持ち越しになっています。

　コロナ禍では、県をまたぐ移動が伴う会議等の開催も問題とな
りました。静岡県の浜松建設業協会と結んだ災害時の相互援助協
定に基づき、具体的な援助体制を詰めるための会議と視察を予定
していましたが、浜松市への訪問は延期しています。災害はいつ
起こるか分からないだけに、体制構築を急ぎたい考えです。仙台

市各区との
災害時合同
訓練におい
ても、今後
はコロナ禍での災害対応の在り方を考えていくことにしてい
ます。
　また、毎年受け入れに協力していた仙台市立仙台工業高
等学校の現場実習も中止となりました。学生や子供たちの
感染対策に配慮しながら、建設業の魅力を発信する機会を
どう提供していくかが今後の検討課題になりそうです。

コロナ禍での災害対応など新たな課題も

仙台市に200万円寄付

郡市長に目録を手渡す深松会長（右）

災害時合同訓練

事務局も扉を開けて換気を徹底

マスク着用し安全パトロール

行事も3密の回避が求められている
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感
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染
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で
猛
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ま
す
。

日
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感
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５
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引
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。
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設
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が
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多
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台
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設
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。
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新
た
な
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に
向
き
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っ
て
い
ま
す
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公共工事・業務の一時中止措置や入札
手続きの簡素化なども。

（2下旬～3月頃）

宮城県内では８月下旬以降、1日あたり10件以上の
発生日が増加しました。

（８月）

国交省が建設業における感染予防ガイドライン
をまとめました。

（5月14日）

マスクが一気に品薄に

外食はテイクアウトが増え、大皿料理の取り分けが避けられるように。

レジャーは近場、キャンプなどの外遊びが人気

企画特集　新型コロナウイルス感染拡大  職場や現場で求められる新しい“建設業様式”
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台
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年
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緊急事態宣言　全国で解除

緊急事態宣言 39県で解除
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７都府県に緊急事態宣言

東京五輪・パラ 1年程度延期に

ＷＨＯ 「パンデミック（世界的な大流行）」を宣言

ＷＨＯが世界的危険度を最高レベルの「非常に高い」に

日本国内で初の感染確認

ＷＨＯが新型コロナウイルスを確認

中国・武漢で原因不明の肺炎　厚労省が注意喚起1月

7月

8月

3月

4月

5月

2月

6月

9月

宮城県内の
感染者数
（10月末現在）

726人

2020年

　仙建協は５月20日、新型コロナウイルス感染症拡大防止対策を支援す
るため、仙台市に２００万円を寄付しました。深松努会長らが市役所を訪問
し、郡和子市長に目録を手渡しました。
　市民の日常生活を一刻も早く取り戻すために役立ててほしいと、本年度、
中止になった総会・懇親会費用を寄付金に充てました。
　深松会長は「建設業に限らず困っている人たちに活用してほしいと思い
ます。今後もわれわれのできることを行っていきます」と話しました。

年間行事が軒並み中止に

　仙建協の事務局では、マスク着用、消毒、定期的な換気を実施
しています。感染リスク低減のため、緊急事態宣言下では２班に分
かれ時差出勤を取り入れました。
　年間行事にも影響が出ています。毎年５月に開催していた定時
総会は書面決議で行い、懇親会を取りやめました。また、外出自

粛要請が出ていたこ
ともあり、春の広瀬
川流域の清掃活動も
中止に。
　会議関係は出席者を限定したり、時間を短縮したりしているほか、
安全パトロールでは現場事務所内で行う書類関係のチェックをなく
し、現場内の点検のみにとどめるなどの工夫をして実施しています。
　ゴルフ大会やボウリング大会といった親睦を深める行事も、本年
度は中止を余儀なくされました。11年ぶりの復活へ向けて練習が本
格化していた仙建協祭連の仙台すずめ踊りも、仙台青葉まつりが中
止となり、再デビューが持ち越しになっています。

　コロナ禍では、県をまたぐ移動が伴う会議等の開催も問題とな
りました。静岡県の浜松建設業協会と結んだ災害時の相互援助協
定に基づき、具体的な援助体制を詰めるための会議と視察を予定
していましたが、浜松市への訪問は延期しています。災害はいつ
起こるか分からないだけに、体制構築を急ぎたい考えです。仙台

市各区との
災害時合同
訓練におい
ても、今後
はコロナ禍での災害対応の在り方を考えていくことにしてい
ます。
　また、毎年受け入れに協力していた仙台市立仙台工業高
等学校の現場実習も中止となりました。学生や子供たちの
感染対策に配慮しながら、建設業の魅力を発信する機会を
どう提供していくかが今後の検討課題になりそうです。

コロナ禍での災害対応など新たな課題も

仙台市に200万円寄付

郡市長に目録を手渡す深松会長（右）

災害時合同訓練

事務局も扉を開けて換気を徹底

マスク着用し安全パトロール

行事も3密の回避が求められている
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コロナ禍で変わる仕事のやり方

東北ニチレキ工事がコロナ禍で挑戦し
た新たな試みは、オンライン会議の積極
活用です。本社と県内、他県の支店・営
業所を結ぶ会議などは、Ｚｏｏｍを使った
オンラインによる会議に切り替えて実施
しています。オンラインによる会議はコ
ロナ禍となる以前から導入しておりまし
たが、新型コロナ感染拡大防止の観点か
ら本格的に活用するようになったという
ことです。特に、県外からの往来をなく
すことや会議中の密を回避することで、
感染防止を図っています。社員からは

「会議場所への移動時間がなく、効率的
で良い」という声が挙がっているそうで
す。

今後は新型コロナ感染症の収束状況に
よって、重要な会議などは開催の可否や
実施回数を検討することにしています。
一方、継続が可能なものはオンラインで
会議を行う方針です。

須藤孝浩代表取締役は、「新型コロナ
対策は、慣習や既成概念を見直すこと
や、新しい仕事のツールを活用するきっ
かけにもなりました。業務効率化やコス
ト縮減につながる取り組みは今後も続け
ていきたいですね。建設業は働き方改革
への対応も迫られていますので、新しい
ビジネスモデルを確立し、課題解決につ
なげていければ良いと思います」と話し
ています。

オンライン会議を
本格導入

東北ニチレキ工事㈱

中城建設では、自社独自の「コロナウ
イルス感染防止対策と方針」をいち早く
作成し、感染拡大の各段階における業務
体制を明確にしました。この初動には、

「過去にＢＣＰ作成に携わった経験が生
きたと思います」と結城創代表取締役は
話します。感染拡大の各フェーズに対応
する行動一覧を社員に知らせておくこと
で、混乱の回避に役立てました。緊急事
態宣言時はこのマニュアルに基づいてリ
モートワークを取り入れ、事前に決めて
いた班ごとの業務体制にスムーズに移行
できたということです。公共交通機関を
使って出勤している社員はマイカー・社
用車での通勤に切り替えるなど、感染機
会の回避に努めました。

また、暑い時期の現場はマスクの着用
で熱中症になる危険が一層高まります。
密集を避けるために６月の安全大会をリ
モート方式で開催する試みも行い、 Ｚｏ
ｏｍを使ってコロナ対策と熱中症対策の
両立を呼び掛けました。

建築工事では、特に内装仕上げなど室
内の作業時に、換気をはじめとした感染
症対策をどう講じていくかが大きな課題
になります。同じフロアに作業員が密集
しないよう、工程を細分化するといった
工夫を考えていく必要があるということ
です。結城代表取締役は「コロナ対策に
応用できるツールは積極的に活用してい
きたいです。コロナを機とした変化への
対応力、順応力が求められてくる時代に
なると思います」と話してくれました。

フェーズごとの業務体制
明確化

中城建設㈱

「見えない敵と戦うという不安やプレッ
シャーがありますね」―。まずは社員、
協力会社の健康をどう守っていくか。世
界規模で広がる感染症への対策は前例が
ないだけに、「何をどこまですれば良いと
いう正解がなく、まさに手探りでした」
と三浦修代表取締役社長は振り返ります。

まず、マスクや体温計といった衛生用
品を揃え、消毒・手洗い、毎日の検温を
徹底。感染症対策として日々更新される
国の指針などは分かりやすく情報を整理
し、自社ＨＰの社員向けのページにアッ
プして周知を図っています。他社の取り
組みなども参考にしながら、今後も自社
に合った対策を取り入れていくことにし
ています。

現場では、移動、食事、朝礼、ミーティ
ングの際に密になりやすいため、十分な
間隔を取るなど工夫しています。公表さ
れている対策事例なども参考に、アイデ
アを出し合っているそうです。

コロナ対策と並行して、安全対策もお
ろそかにはできません。参加人数を縮小
して安全研修を開き、対策の徹底を呼び
掛けました。開催に当たっては参加者の
間隔を広く保ち、休憩の回数を増やすな
ど、３密回避に努めました。今後は、安
全大会を実施しない代わりに、社長が現
場に出向いて安全対策・感染症対策を呼
び掛けることも視野に入れているという
ことです。

見えない敵に挑む

三 浦 組 ㈱

オンライン会議の様子 現場内も感染症対策徹底 安全研修は席の配置を工夫

会員各社のコロナ対策拝見！
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
発
生

し
て
、
お
よ
そ
１
年
が
経
と
う
と

し
て
い
ま
す
。
世
界
で
も
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
の
状
況
が
続
き
、
な
か
な

か
終
息
の
兆
し
は
見
え
ま
せ
ん
。

日
本
で
は
、
医
療
的
な
問
題
だ
け

で
は
な
く
経
済
に
も
大
き
な
影
響

を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

本
格
的
な
冬
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
の
同
時
流
行

が
懸
念
さ
れ
、
引
き
続
き
感
染
症

へ
の
対
策
は
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

屋
外
で
も
感
染
対
策
を
徹
底

「
建
設
現
場
は
屋
外
だ
か
ら
」
と
、

感
染
対
策
が
疎
か
に
な
っ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。
マ
ス
ク
の
着
用
や
こ

ま
め
な
手
指
消
毒
、
三
密
の
回
避

は
感
染
対
策
の
基
本
と
し
て
徹
底

し
ま
し
ょ
う
。

朝
礼
、
会
議
で
は
三
密
を
回
避

す
る
こ
と
、
特
に
発
言
者
は
飛
沫

を
防
ぐ
た
め
に
確
実
に
マ
ス
ク
な

ど
を
着
用
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

会
議
は
、
可
能
で
あ
れ
ば
オ
ン
ラ

イ
ン
形
式
で
行
う
こ
と
も
リ
ス
ク

を
低
下
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が
り

ま
す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
会
議
に
は
遠

方
の
参
加
者
も
容
易
に
参
加
で
き

る
メ
リ
ッ
ト
も
あ
り
ま
す
。
朝
礼

で
は
、
発
熱
の
有
無
な
ど
個
々
の

体
調
確
認
を
徹
底
す
べ
き
で
し
ょ
う
。

建
設
現
場
の
事
務
所
は
、
ス
ペ
ー

ス
が
限
ら
れ
て
お
り
密
に
な
り
や

す
い
た
め
注
意
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必
要
で
す
。
全

員
が
マ
ス
ク
な
ど
を
着
用
し
、
定

期
的
な
換
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う
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と
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要
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な
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ま
す
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向
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う
席
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ア
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対
応
す
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ま
す
。

ア
ル
コ
ー
ル
を
設
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し
て
こ
ま
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手
指
消
毒
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行
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ま
し
ょ
う
。

食
堂
や
喫
煙
場
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三
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、
マ
ス
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を
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て
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笑
す
る
光
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ま
す
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場
所
で
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飲
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す
る
こ
と
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す

る
な
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う
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す
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す
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す
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。
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る
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。
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す
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感
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感
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毎
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動
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感
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対
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ま
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ょ
う
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症
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ロ
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ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
同
時
流
行
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
。
発
熱
な
ど
体
調

不
良
の
際
に
は
電
話
で
受
診
の
可

否
の
確
認
を
行
っ
て
か
ら
医
療
機

関
を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
の
接

種
も
で
き
る
だ
け
行
う
よ
う
に
し

て
下
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
ど
ん

な
に
予
防
し
て
も
、
完
全
に
感
染

を
防
ぐ
の
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
重
症
化
の
リ
ス
ク
は
数
％

程
度
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
高

血
圧
や
高
脂
血
症
、
糖
尿
病
な
ど

の
生
活
習
慣
病
の
ほ
か
、
喫
煙
や

肥
満
が
リ
ス
ク
因
子
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
感
染
予
防
の
生
活
の
中

で
自
分
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

重
症
化
の
リ
ス
ク
を
少
し
で
も
減

ら
す
こ
と
も
必
要
な
こ
と
で
す
。

建
設
現
場
で
の
感
染
症
対
策

〜
新
型
コ
ロ
ナ
や
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
を
予
防
す
る
た
め
に
〜清

治
邦
章
（
せ
い
じ  

く
に
あ
き
）
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企画特集　新型コロナウイルス感染拡大  職場や現場で求められる新しい“建設業様式”

コロナ禍で変わる仕事のやり方

東北ニチレキ工事がコロナ禍で挑戦し
た新たな試みは、オンライン会議の積極
活用です。本社と県内、他県の支店・営
業所を結ぶ会議などは、Ｚｏｏｍを使った
オンラインによる会議に切り替えて実施
しています。オンラインによる会議はコ
ロナ禍となる以前から導入しておりまし
たが、新型コロナ感染拡大防止の観点か
ら本格的に活用するようになったという
ことです。特に、県外からの往来をなく
すことや会議中の密を回避することで、
感染防止を図っています。社員からは

「会議場所への移動時間がなく、効率的
で良い」という声が挙がっているそうで
す。

今後は新型コロナ感染症の収束状況に
よって、重要な会議などは開催の可否や
実施回数を検討することにしています。
一方、継続が可能なものはオンラインで
会議を行う方針です。

須藤孝浩代表取締役は、「新型コロナ
対策は、慣習や既成概念を見直すこと
や、新しい仕事のツールを活用するきっ
かけにもなりました。業務効率化やコス
ト縮減につながる取り組みは今後も続け
ていきたいですね。建設業は働き方改革
への対応も迫られていますので、新しい
ビジネスモデルを確立し、課題解決につ
なげていければ良いと思います」と話し
ています。

オンライン会議を
本格導入

東北ニチレキ工事㈱

中城建設では、自社独自の「コロナウ
イルス感染防止対策と方針」をいち早く
作成し、感染拡大の各段階における業務
体制を明確にしました。この初動には、

「過去にＢＣＰ作成に携わった経験が生
きたと思います」と結城創代表取締役は
話します。感染拡大の各フェーズに対応
する行動一覧を社員に知らせておくこと
で、混乱の回避に役立てました。緊急事
態宣言時はこのマニュアルに基づいてリ
モートワークを取り入れ、事前に決めて
いた班ごとの業務体制にスムーズに移行
できたということです。公共交通機関を
使って出勤している社員はマイカー・社
用車での通勤に切り替えるなど、感染機
会の回避に努めました。

また、暑い時期の現場はマスクの着用
で熱中症になる危険が一層高まります。
密集を避けるために６月の安全大会をリ
モート方式で開催する試みも行い、 Ｚｏ
ｏｍを使ってコロナ対策と熱中症対策の
両立を呼び掛けました。

建築工事では、特に内装仕上げなど室
内の作業時に、換気をはじめとした感染
症対策をどう講じていくかが大きな課題
になります。同じフロアに作業員が密集
しないよう、工程を細分化するといった
工夫を考えていく必要があるということ
です。結城代表取締役は「コロナ対策に
応用できるツールは積極的に活用してい
きたいです。コロナを機とした変化への
対応力、順応力が求められてくる時代に
なると思います」と話してくれました。

フェーズごとの業務体制
明確化

中城建設㈱

「見えない敵と戦うという不安やプレッ
シャーがありますね」―。まずは社員、
協力会社の健康をどう守っていくか。世
界規模で広がる感染症への対策は前例が
ないだけに、「何をどこまですれば良いと
いう正解がなく、まさに手探りでした」
と三浦修代表取締役社長は振り返ります。

まず、マスクや体温計といった衛生用
品を揃え、消毒・手洗い、毎日の検温を
徹底。感染症対策として日々更新される
国の指針などは分かりやすく情報を整理
し、自社ＨＰの社員向けのページにアッ
プして周知を図っています。他社の取り
組みなども参考にしながら、今後も自社
に合った対策を取り入れていくことにし
ています。

現場では、移動、食事、朝礼、ミーティ
ングの際に密になりやすいため、十分な
間隔を取るなど工夫しています。公表さ
れている対策事例なども参考に、アイデ
アを出し合っているそうです。

コロナ対策と並行して、安全対策もお
ろそかにはできません。参加人数を縮小
して安全研修を開き、対策の徹底を呼び
掛けました。開催に当たっては参加者の
間隔を広く保ち、休憩の回数を増やすな
ど、３密回避に努めました。今後は、安
全大会を実施しない代わりに、社長が現
場に出向いて安全対策・感染症対策を呼
び掛けることも視野に入れているという
ことです。

見えない敵に挑む

三 浦 組 ㈱

オンライン会議の様子 現場内も感染症対策徹底 安全研修は席の配置を工夫

会員各社のコロナ対策拝見！
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（一社）仙台建設業協会　青葉区支倉町2-48（宮城県建設産業会館2階） 265-7094
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番号 会社名 住所 電話番号
1 赤 坂 建 設 ㈱ 泉区上谷刈字赤坂9-2 372-5111
2 熱 海 建 設 ㈱ 青葉区錦町一丁目1-31 263-1671
3 ㈱ 熱 海 工 務 店 青葉区本町三丁目6-17 398-7868
4 ㈱ 熱 海 店 青葉区通町二丁目5-4 233-2074
5 ㈱ 阿 部 和 工 務 店 青葉区上杉一丁目17-18（第5銅谷ビル） 264-0411
6 阿 部 建 設 ㈱ 青葉区中江二丁目23-20 223-8115
7 ㈱ 阿 部 砂 利 建 設 太白区長町六丁目11-14 248-4231
8 ㈱ 石 井 組 青葉区一番町一丁目16-1 221-2421
9 ㈱ 泉 工 務 店 泉区八乙女中央四丁目8-16 373-4865
10 栄 喜 工 業 ㈱ 宮城野区燕沢東一丁目1-10 252-2581
11 遠 藤 建 業 ㈱ 青葉区本町二丁目7-13 222-6668
12 遠 藤 工 業 ㈱ 若林区荒井二丁目6-3 390-1850
13 遠 藤 吉 照 土 建 ㈱ 若林区大和町二丁目1-20 238-0886
14 奥 田 建 設 ㈱ 青葉区八幡六丁目9-1 275-2311
15 奥 山 工 業 ㈱ 宮城野区二の森10-10 291-6827
16 皆 成 建 設 ㈱ 若林区六丁の目元町2-11 286-4821
17 海 道 建 設 ㈱ 泉区南中山二丁目24-10 376-8188
18 ㈱ 加 賀 若林区鶴代町3-19 235-3911
19 河 北 建 設 ㈱ 太白区泉崎二丁目23-41 245-5351
20 ㈱ 鎌 田 建 設 宮城野区田子字権八160 258-8677
21 木 皿 建 設 ㈱ 若林区六丁の目南町7-15 288-5033
22 金 福 建 設 ㈱ 青葉区八幡六丁目7-34 234-0519
23 栗 村 建 設 興 業 ㈱ 若林区上飯田四丁目17-44 289-1821
24 後 藤 工 業 ㈱ 宮城野区扇町四丁目6-4 284-9069
25 ㈱ 小 松 建 設 青葉区下愛子字二本松13 392-2209
26 サ イ ト 工 業 ㈱ 若林区卸町二丁目6-11 355-8123
27 ㈱ さ と う 総 業 泉区七北田字朴木沢93-1 374-1181
28 ㈱ 佐 元 工 務 店 若林区遠見塚二丁目27-9 286-2652
29 ㈱ 柴 田 建 設 工 業 太白区茂庭字町北21-1 748-4401
30 ㈱ シ ョ ウ エ ー 太白区富沢南二丁目17-13 393-7123
31 庄 子 建 業 ㈱ 青葉区みやぎ台一丁目9-7 391-3461
32 伸 和 興 業 ㈱ 宮城野区日の出町二丁目4-8 237-7363
33 ㈱ 鈴 木 建 設 青葉区川内三十人町51 223-7783
34 仙 建 工 業 ㈱ 青葉区一番町二丁目2-13 225-8511
35 仙 台 ア ス コ ン ㈱ 宮城野区扇町六丁目2-21 258-1128
36 仙台土木建築工業㈱ 宮城野区小田原一丁目5-12 293-4351
37 仙 舗 建 設 ㈱ 若林区荒井七丁目50-2-B 766-9581
38 大 和 建 設 ㈱ 黒川郡大和町吉岡字天皇寺184-22 345-2325
39 ㈱ 髙 工 宮城野区宮城野一丁目28-1 297-3344
40 鷹 觜 建 設 ㈱ 宮城野区原町四丁目6-2 257-5331
41 ㈱ 丹 勝 宮城野区日の出町三丁目3-32 235-0333
42 ㈱ 丹 秀 工 務 店 若林区保春院前丁6-10 286-8335
43 千 田 建 設 ㈱ 青葉区通町一丁目3-11 234-1221
44 ㈱ 千 葉 建 設 若林区遠見塚東14-24 286-9241
45 通 信 道 路 ㈱ 太白区大野田二丁目2-27 304-3288
46 東 北 共 栄 建 設 ㈱ 青葉区上杉二丁目2-47 224-2137
47 東北グレーダー㈱ 泉区松森字中道81 372-2415
48 東北ニチレキ工事㈱ 若林区沖野四丁目3-15 285-1511
49 ㈱東北リアライズ 太白区大野田五丁目20-7 226-7630
50 ㈱東北ロンテック 青葉区折立一丁目14-15 226-0351
51 銅 谷 建 設 ㈱ 青葉区上杉一丁目17-18（第5銅谷ビル） 262-5568
52 ㈱ 永 岡 太白区ひより台10-16 743-4555
53 中 城 建 設 ㈱ 宮城野区幸町二丁目23-1 297-1611
54 中 田 建 設 工 業 ㈱ 泉区小角字大明神5-1 348-2348
55 日 道 建 設 ㈱ 若林区卸町東五丁目3-22 288-8898
56 ㈱ 日 啓 工 業 太白区中田町字後河原20-3 241-2191
57 日 建 工 業 ㈱ 青葉区二日町16-9 221-4576
58 ㈱ 橋 本 店 青葉区立町27-21 714-7020
59 長 谷 川 建 設 ㈱ 宮城野区新田一丁目16-14 284-0168
60 東日本コンクリート㈱ 青葉区一番町二丁目2-13（仙建ビル5階） 225-4421
61 ㈱ 広 瀬 組 青葉区上愛子字雷神3-14 392-4620
62 ㈱ 深 松 組 青葉区北山一丁目2-15 271-9211
63 ㈱ 桝 田 組 泉区将監殿一丁目6-2 372-5871
64 ㈱ 松 川 土 木 黒川郡大衡村大衡字河原51-1 345-0529
65 ㈱ 丸 三 建 設 興 業 太白区西多賀二丁目6-45 796-3778
66 ㈱ 丸 鹿 宮城野区扇町五丁目8-8 235-1171
67 丸 武 建 設 ㈱ 泉区松森字新田19-3 373-8221
68 ㈱ 三 浦 勇 工 務 店 太白区秋保町湯元字石名坂1-4 247-2450
69 ㈱ 三 浦 組 泉区七北田字東裏118-1 372-5511
70 宮 環 建 設 ㈱ 青葉区葉山町1-25-201 274-2281
71 八 嶋 建 設 ㈱ 黒川郡大和町鶴巣北目大崎字寺東11-1 343-2206
72 山 川 建 設 ㈱ 青葉区福沢町9-13 222-3521
73 山 辰 建 設 ㈱ 太白区砂押南町1-2 248-3341
74 ヤ マ ト ワ ー ク ㈲ 若林区二木字山王3-2 352-0398
75 ㈱ 湯 目 建 設 宮城野区萩野町一丁目15-7 232-0510
76 陽 光 建 設 ㈱ 太白区西多賀三丁目8-10 307-1066
77 ㈱ 吉 田 工 務 店 黒川郡大和町宮床字新小路61 346-2257
78 ワ ー カ ー 工 業 ㈱ 青葉区上杉一丁目5-13-5階 263-3852
79 若 葉 建 設 ㈱ 若林区卸町東五丁目2-23 288-8671
80 ㈱ 渡 邊 舗 装 工 業 宮城野区福室七丁目4-21 258-1342

賛助会員
杜 の 都 建 設 協 同 組 合 青葉区支倉町2-48（宮城県建設産業会館5階） 395-4344
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東
日
本
大
震
災
の
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
仙
台
市
若
林
区
藤
塚
地
区
。
そ
の
防
災
集
団

移
転
跡
地
に
建
設
し
て
い
る
の
が
、
今
回
紹
介
す

る
〝
温
泉
と
食
〞
を
融
合
し
た
複
合
施
設
の
「
ア

ク
ア
イ
グ
ニ
ス
仙
台
」
で
す
。

ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
仙
台
は
、
仙
建
協
会
員
で

も
あ
る
深
松
組
の
関
連
企
業
・
仙
台
ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ

と
、
西
日
本
を
中
心
に
複
合

温
泉
リ
ゾ
ー
ト
施
設
を
展
開
す

る
ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
が
共
同
で

計
画
し
た
も
の
。
名
取
川
河

口
部
の
北
側
に
位
置
す
る
敷
地

約
3
万
2
5
0
0
㎡
内
に
、

地
下
1
0
0
0
㍍
の
大
深
度

か
ら
湧
出
す
る
天
然
温
泉
を
利

用
し
た
温
泉
施
設
や
イ
タ
リ
ア

ン
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ス
イ
ー
ツ
カ

フ
ェ
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
マ
ル
シ
ェ

な
ど
を
設
け
ま
す
。

ア
ク
ア
イ
グ
ニ
ス
仙
台
の
キ
ー

ワ
ー
ド
は
、「
藤
塚
の
文
化
・

自
然
環
境
を
五
感
で
味
わ
い
つ

く
す
、
ネ
イ
チ
ャ
ー
ゾ
ー
ン
の

中
核
施
設
」。
そ

の
た
め
、
レ
ス
ト

ラ
ン
な
ど
で
は
パ

テ
ィ
シ
エ
の
辻
口

博
啓
さ
ん
、
日
本

料
理
の
笠
原
将
弘

さ
ん
、
イ
タ
リ
ア

ン
の
奥
田
政
行
さ
ん
な
ど
世
界
的
に
著
名
な
料
理

人
に
よ
る
、
地
元
食
材
を
生
か
し
た
料
理
を
提
供

し
ま
す
。
ま
た
、
温
泉
施
設
は
高
さ
が
15
㍍
あ

り
、
津
波
発
生
時
に
は
避
難
施
設
の
役
割
も
果
た

し
ま
す
。

工
事
は
、
2
0
2
0
年
1
月
か
ら
温
泉
掘
削

が
ス
タ
ー
ト
。
そ
の
後
、
4
月
中
旬
に
造
成
工
事

が
始
ま
り
、
20
年
9
月
末
ま
で
に
完
了
し
ま
し

た
。
造
成
工
事
を
担
当
し
た
深
松
組
の
石
母
田

知
己
所
長
に
よ
る
と
、
こ
と
し
は
特
に
雨
が
多
く

工
程
管
理
に
は
特
に
気
を
配
っ
た
と
の
こ
と
。「
土

を
盛
る
と
い
う
工
事
の
特
性
か
ら
、
雨
が
降
る
と

場
合
に
よ
っ
て
は
工
事
が
2
〜
3
日
ス
ト
ッ
プ
す

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
」
と
振
り
返
り
ま
す
。

そ
の
後
、
10
月
14
日
に
は
施
設
新

築
工
事
の
起
工
式
が
行
わ
れ
、
い
よ

い
よ
本
格
的
な
工
事
が
ス
タ
ー
ト
。

式
に
は
、
仙
台
ｒ
ｅ
ｂ
ｏ
ｒ
ｎ
の
深
松

努
代
表
取
締
役
を
は
じ
め
と
し
た

関
係
者
の
ほ
か
仙
台
市
の
郡
和
子
市

長
も
駆
け
つ
け
、
工
事
の
無
事
安
全

を
祈
願
し
ま
し
た
。

新
築
工
事
の
施
工
は
、 

温
泉
施
設

を
深
松
組
、
マ
ル
シ
ェ
棟
ほ
か
木
造

棟
を
杜
の
都
建
設
協
同
組
合
員
の
阿

部
和
工
務
店
と
中
城
建
設
に
よ
る
Ｊ

Ｖ
が
担
当
。
現
場
を
指
揮
す
る
深
松

組
の
佐
浦
悟
所
長
、
阿
部
和
工
務
店

の
岩
佐
信
英
所
長
と
と
も
に
「
互
い

に
連
携
・
協
力
し
な
が
ら
、
無
事

故
無
災
害
で
完
成
を
目
指
し
た
い
」

と
意
気
込
み
を
示
し
て
い
ま
す
。

グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
は
22
年
4
月

を
予
定
。
地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
取
り

戻
す
復
興
・
創
生
の
シ
ン
ボ
ル
を
目

指
し
ま
す
。

 
復
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＂
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工
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司
会　

初
め
に
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
、
仙
台
工
業
に

入
っ
た
動
機
を
含
め
て
自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

岩
佐
　
祖
父
が
総
合
建
設
業
を
営
ん
で
お
り
、
そ

の
姿
を
見
習
っ
て
未
来
に
残
る
も
の
の
土
台
を
作

り
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
土
木
科
を
選
び
ま
し
た
。

進
路
希
望
は
ま
だ
決
ま
っ
て
ま
せ
ん
が
、
こ
の
座

談
会
を
通
し
て
選
択
肢
を
広
げ
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。
部
活
は
山
岳
部
で
す
。

石
山
　
中
学
の
こ
ろ
家
族
で
タ
イ
に
行
っ
た
ん
で

す
が
、
そ
の
時
に
あ
ら
た
め
て
海
外
の
イ
ン
フ
ラ

に
比
べ
て
日
本
の
イ
ン
フ
ラ
の
ク
オ
リ
テ
ィ
の
高

さ
に
感
激
を
覚
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
す
。
同

じ
く
進
路
は
固
ま
っ
て
ま
せ
ん
が
、
こ
こ
で
聞
い

た
こ
と
を
今
後
に
生
か
し
て
視
野
を
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
。
部
活
は
バ
レ
ー
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。

佐
藤
　
小
学
５
年
生
の
時
に
家
を
建
て
替
え
る
際

に
、
建
設
業
を
営
む
祖
父
の
友
人
に
依
頼
し
ま
し

た
。
そ
の
時
に
現
場
を
間
近
で
見
て
、
建
築
に
興

味
を
持
ち
ま
し
た
。
進
路
希
望
は
製
図
な
ど
の
仕

事
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
部
活
は
バ
ド

ミ
ン
ト
ン
部
で
す
。

神
谷
　
入
学
し
た
動
機
は
、
小
学
校
の
こ
ろ
に
職

業
を
調
べ
る
授
業
が
あ
り
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
に

建
築
士
の
仕
事
に
興
味
を
持
ち
ま
し
た
。
そ
れ
以

来
、
建
築
に
関
わ
る
仕
事
が
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
卒
業
後
は
建
設
会
社
に
就
職
で
き
た
ら
と

考
え
て
い
ま
す
。
部
活
は
サ
ッ
カ
ー
部
で
す
。

司
会　

引
き
続
き
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
お
願
い
し
ま

す
。
自
己
紹
介
と
し
て
経
験
年
数
や
担
当
し
て
い

る
仕
事
、
建
設
業
界
に
入
っ
た
き
っ
か
け
な
ど
を

お
願
い
し
ま
す

早
坂
　
土
木
科
卒
業
で
、
経
験
年
数
は
こ
と
し

で
４
年
目
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
担
当
は
、
土

木
現
場
で
監
督
の
補
助
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
、
主
に
橋
梁
や
道
路
、
堤
防
な
ど
の
現
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建設業界のコト

前列・左から早坂さんと横田さん
後列・左から石山さん、岩佐さん、佐藤さん、神谷さん
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今回、フォーサイトでは昨年に引き続き、
仙台市立仙台工業高等学校の在校生と同校
の若手ＯＢによる座談会を企画しました。参
加したのは同校土木科と建築科の2年生4人
で、まさに今後の進路を決める大きな岐路に
立っている皆さん。一方、ＯＢのお2人はとも
に社会人4年目で、ようやく社会人生活にも
慣れてきたところ。生徒からは建設業界で働
く上での心構えや準備すべきことなどのほか、
世相を反映して新型コロナウイルスの影響な
どの質問があり、これに対しＯＢは経験を踏
まえたアドバイスを送りました。
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場
を
経
験
し
ま
し
た
。
建
設
業
界
に
進
ん
だ
理
由

は
、
小
学
校
６
年
生
の
時
に
東
日
本
大
震
災
を

経
験
し
、
特
に
祖
父
、
祖
母
の
塩
釜
市
内
で
営
ん

で
い
た
お
店
が
津
波
で
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
。
そ
の
後
、
も
の
す
ご
い
ス
ピ
ー
ド
で
復
旧
を

進
め
る
建
設
業
の
技
術
の
高
さ
に
感
銘
を
受
け
て
、

自
分
も
土
木
の
世
界
で
現
場
を
任
さ
れ
る
人
間
に

な
り
た
い
と
思
い
、
建
設
業
界
を
選
び
ま
し
た
。

高
校
時
代
は
野
球
部
に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。

横
田
　
建
築
科
卒
業
で
、
私
も
同
じ
く
４
年
目

に
な
り
ま
す
。
現
在
の
担
当
は
、
現
場
で
行
う
朝

礼
の
司
会
や
工
事
写
真
の
撮
影
と
整
理
、
当
日
の

作
業
の
段
取
り
な
ど
で
、
こ
れ
ま
で
共
同
住
宅
や

倉
庫
、
学
校
な
ど
の
現
場
を
経
験
し
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
に
入
っ
た
の
は
、
私
の
父
が
同
じ
く
仙

台
市
工
建
築
科
を
卒
業
し
て
建
設
会
社
で
働
い
て

お
り
、
そ
の
姿
を
小
さ
な
こ
ろ
か
ら
見
て
い
た
の

で
、
建
設
業
界
（
建
築
）
で
働
く
こ
と
以
外
は
考

え
て
い
な
か
っ
た
の
が
正
直
な
と
こ
ろ
で
す
。
在

学
中
は
硬
式
野
球
部
で
し
た
。

司
会　

こ
こ
か
ら
は
、
生
徒
の
皆
さ
ん
が
聞
き
た

い
こ
と
、
疑
問
に
思
っ
て
い
る
こ
と
に
Ｏ
Ｂ
の
皆

さ
ん
が
答
え
る
形
式
で
進
め
て
い
き
ま
す

岩
佐　

就
職
す
る
際
に
現
在
の
会
社
を
選
ん
だ
理

由
は
何
で
す
か

早
坂
　
土
木
の
現
場
を
監
督
す
る
仕
事
が
し
た
い

と
い
う
の
が
第
一
に
あ
る
中
で
、
地
元
企
業
で
幅

広
く
工
事
を
行
っ
て
い
る
会
社
、
地
元
に
貢
献
す

る
会
社
と
い
う
点
が
何
よ
り
も
大
き
い
で
す
ね
。

横
田
　
一
番
の
き
っ
か
け
は
３
年
時
の
就
職
試
験

前
に
行
っ
た
応
募
前
見
学
で
、
実
際
に
今
の
会
社

を
訪
問
し
た
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
現
場
を
案
内

し
て
い
た
だ
き
、
移
動
中
も
建
設
会
社
の
仕
事
に

つ
い
て
い
ろ
い
ろ
と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
も
ら
い
、

ま
た
、
会
社
の
雰
囲
気
な
ど
が
自
分
に
合
っ
て
い

る
と
感
じ
決
め
ま
し
た
。

石
山　

在
学
中
に
取
得
し
て
お
い
た
ほ
う
が
良
い

資
格
は
あ
り
ま
す
か

早
坂
　
現
場
監
督
を
目
指
す
の
で
あ
れ
ば
、
二

級
土
木
施
工
管
理
技
士
の
資
格
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
試
験
は
学
科
と
実
地
に
分
か
れ
て
お
り
、

実
地
は
実
務
経
験
が
必
要
で
す
が
学
科
は
在
学
中

（
17
歳
以
上
）
に
受
験
可
能
で
す
の
で
取
得
し
て

お
い
て
損
は
あ
り
ま
せ
ん
し
就
職
に
も
有
利
に
な

る
と
思
い
ま
す
。
会
社
に
入
る
と
、
な
か
な
か
勉

強
に
時
間
を
割
く
こ
と
も
難
し
く
な
る
の
で
、
在

学
中
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

横
田
　
建
築
も
二
級

建
築
施
工
管
理
技
士

の
資
格
が
必
要
に
な

り
ま
す
が
、
土
木
と

同
様
に
学
科
の
試
験

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

書
店
に
行
く
と
試
験

に
向
け
た
問
題
集
や

テ
キ
ス
ト
も
充
実
し

て
ま
す
し
、
繰
り
返

し
解
け
ば
合
格
で
き

ま
す
か
ら
、
取
得
し
て
お
く
と
良
い
で
す
よ
。

佐
藤　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連
し
て
大
変

な
こ
と
は
あ
り
ま
し
た
か
。
ま
た
、
仕
事
の
や
り

方
と
か
は
変
わ
り
ま
し
た
か

早
坂
　
確
か
に
現
場
の
規
模
が
大
き
く
な
る
ほ
ど

人
が
密
集
す
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
皆

さ
ん
の
日
常
生
活
と
同
様
に
極
力
密
集
を
避
け
た

り
人
前
で
は
マ
ス
ク
着
用
な
ど
の
ル
ー
ル
を
決
め

て
対
応
し
て
ま
す
。
ま
た
、
毎
朝
の
検
温
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
の
記
入
も
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、

自
己
管
理
を
徹
底
す
る
よ
う
要
請
し
て
い
ま
す
。

横
田
　
最
大
で
約
70
人
が
働
く
現
場
も
経
験
し
ま

し
た
が
、
同
じ
よ
う
に
検
温
や
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト

の
記
入
を
行
う
ほ
か
、
密
集
を
避
け
る
た
め
今
ま

で
は
全
員
が
参
加
し
た
朝
礼
を
各
業
種
の
職
長
さ

ん
だ
け
に
限
定
し
、
職
長
さ
ん
か
ら
各
作
業
員
さ

ん
に
必
要
事
項
を
伝
え
て
も
ら
う
よ
う
工
夫
し
ま

し
た
。

神
谷　

上
司
と
部
下
と
上
下
関
係
や
職
場
の
雰
囲

気
な
ど
を
詳
し
く
教
え
て
く
だ
さ
い

早
坂
　
当
社
は
若
い
社
員
か
ら
年
配
の
方
ま
で
年

齢
が
幅
広
く
、
私
と
同
じ
仙
台
工
高
の
Ｏ
Ｂ
も
い

ま
す
の
で
話
し
や
す
い
環
境
だ
と
思
い
ま
す
。
ま

た
、
私
が
経
験
し
た
現
場
で
は
県
内
だ
け
で
な
く

日
本
各
地
か
ら
作
業
員
の
方
が
集
ま
る
し
熱
心
な

方
も
多
い
の
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
勉
強
に
な
り

ま
す
。

横
田
　
職
場
で
何
よ
り
大
事
な
の
は
挨
拶
だ
と
思

い
ま
す
。
い
つ
も
笑
顔
で
挨
拶
し
て
い
れ
ば
、
年

の
離
れ
た
職
人
さ
ん
で
も
優
し
く
接
し
て
く
れ
ま

す
し
、
現
場
の
雰
囲
気
も
明
る
く
な
り
ま
す
。
ぜ

ひ
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
笑
顔
で
挨
拶
し
て
く
だ

さ
い
。

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
こ
ま
で
の

話
を
踏
ま
え
て
、
さ
ら
に
聞
き
た
い
こ
と
が
あ
れ

ば
お
願
い
し
ま
す

岩
佐　

入
社
し
て
か
ら
困
ら
な
い
よ
う
に
身
に
着

け
て
お
く
こ
と
は
あ
り
ま
す
か

早
坂
　
人
を
ま
と
め
る
仕
事
で
す
の
で
、
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
は
必
要
で
す
。
現
場
の
雰
囲
気

の
良
し
悪
し
で
作
業
効
率
に
も
影
響
が
少
な
か
ら

ず
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
先
ほ
ど
の
挨
拶

や
分
か
ら
な
い
こ
と
は
進
ん
で
聞
く
な
ど
、
積
極

的
に
自
分
か
ら
話
し
か
け
る
姿
勢
が
重
要
だ
と
思

い
ま
す
。

横
田
　
入
社
し
た
て
の
頃
は
分
か
ら
な
い
の
が
当

た
り
前
で
す
。
私
も
高
校
３
年
間
建
築
の
勉
強
を

し
ま
し
た
が
、
初
め
て
の
現
場
で
は
ほ
と
ん
ど
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
何
も
恥
ず
か

し
が
ら
ず
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
発
揮

し
て
何
で
も
聞
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
幸
い
、
仙

台
工
高
で
は
伝
統
と
し
て
挨
拶
す
る
こ
と
が
身
に

つ
い
て
る
の
で
非
常
に
良
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

石
山　

年
上
の
方
も
ま
と
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
っ
て
ま
す
か

早
坂
　
私
の
場
合
は
高
校
時
代
に
野
球
部
だ
っ
た
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の
で
、
初
め
は
野
球
の
話
題
を
き
っ
け
か
に
仲
良

く
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す
ね
。
他
に
も
、
分
か

ら
な
い
こ
と
を
質
問
す
る
と
、
年
配
の
職
人
さ
ん

も
親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
遠
慮
せ
ず
に
聞

く
と
良
い
で
す
。

横
田
　
私
は
、
現
場
で
分
か
ら
な
い
こ
と
は
す
ぐ

に
職
人
さ
ん
に
聞
く
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
例

え
ば
作
業
の
仕
方
や
道
具
の
使
い
方
な
ど
何
で
も

で
す
。
そ
の
後
、
休
憩
時
間
な
ど
に
差
し
入
れ
も

持
っ
て
い
き
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
の
お
礼
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
、
職
人
さ
ん
の

方
か
ら
も
話
し
か
け
て
も
ら
う
よ
う
に
な
り
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
深
ま
り
ま
し
た
。

佐
藤　

仕
事
で
大
変
な
こ
と
や
、
や
り
が
い
を
感

じ
た
こ
と
は
何
で
す
か

早
坂
　
先
日
、
担
当
し
て
い
る
松
島
町
内
の
橋
と

道
路
の
現
場
（
松
島
町
内
）
が
開
通
を
迎
え
ま
し

た
。
こ
の
現
場
は
国
道
45
号
と
い
う
幹
線
道
路
で

交
通
量
も
多
い
た
め
、
作
業
は
日
中
に
出
来
ず
、

夜
９
時
か
ら
朝
６
時
の
間
に
片
側
交
互
通
行
に
し

て
や
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。
お
か
げ
で
、

睡
眠
時
間
も
十
分
に
取
れ
な
い
期
間
も
あ
り
ま
し

た
が
、
無
事
に
開
通
し
て
一
般
車
両
が
通
行
す
る

場
面
を
見
た
ら
、
鳥
肌
が
立
つ
く
ら
い
大
き
な
達

成
感
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
達
成
感
が
建
設
業
の

魅
力
だ
と
思
い
ま
す
。

横
田
　
初
め
は
全
部
大
変
な
ん
で
す
が
、
中
で
も

工
事
の
流
れ
を
覚
え
る
こ
と
で
す
。
で
す
か
ら
、

最
初
の
現
場
で
建
物
の
基
礎
か
ら
完
成
ま
で
の
流

れ
を
出
来
る
だ
け
把
握
す
る
よ
う
努
力
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
や
り
が
い
で
す
が
自
分
が
携
わ
っ

た
建
物
が
無
事
完
成
す
る
こ
と
も
そ
う
で
す
が
、

例
え
ば
前
の
現
場
で
失
敗
し
た
経
験
を
次
の
現
場

に
生
か
し
て
上
手
く
い
っ
た
時
に
も
達
成
感
を
得

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で
す
か
ら
、
小
さ
な
こ
と

で
も
自
分
で
目
標
を
決
め
て
努
力
す
る
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。

佐
藤　

女
性
で
も
活
躍
で
き
ま
す
か

横
田
　
土
木
に
比
べ
て
比
較
的
建
築
は
女
性
が
活

躍
す
る
姿
を
よ
く
見
ま
す
。
中
に
は
夫
婦
で
働
い

て
い
る
方
も
い
ま
し
た
。
現
場
で
も
、
女
性
用
の

ト
イ
レ
や
更
衣
室
を
準
備
す
る
な
ど
女
性
が
働
き

や
す
い
環
境
整
備
も
進
ん
で
い
ま
す
。

早
坂
　
当
社
で
も
今
年
、
建
築
系
で
女
性
社
員
が

入
社
し
ま
し
た
し
、
女
性
が
い
る
現
場
は
整
理
整

頓
さ
れ
現
場
の
雰
囲
気
も
良
く
な
る
と
い
う
話
も

聞
き
ま
す
の
で
、
ど
ん
ど
ん
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
で
す
。

司
会　

い
ま
建
設
業
界
で
は
働
き
方
改
革
が
進
ん

で
い
ま
す
が
、
休
日
に
関
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

横
田
　
建
設
現
場
は
ど
う
し
て
も
気
象
条
件
の
影

響
を
受
け
ま
す
し
、
工
期
は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
か
ら
休
日
出
勤
と
い
う
こ
と
も
確
か
に
あ

り
ま
す
。
た
だ
、
当
社
で
は
現
場
が
終
わ
れ
ば
休

日
出
勤
し
た
分
は
代
休
が
あ
り
ま
す
の
で
、
年
間

を
通
せ
ば
休
日
数
は
一
般
と
変
わ
ら
な
い
と
思
い

ま
す
。

司
会　

最
後
に
Ｏ
Ｂ
の
お
二
人
か
ら
後
輩
に
向
け

た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

早
坂
　
こ
れ
か
ら
具
体
的
な
進
路
の
検
討
が
始
ま

る
と
思
い
ま
す
が
、
ぜ
ひ
、
地
元
の
建
設
会
社
に

就
職
し
て
建
設
業
界
を
盛
り
上
げ
て
い
っ
て
欲
し

い
で
す
ね
。
あ
と
、
先
ほ
ど
も
話
し
ま
し
た
が
挨

拶
を
忘
れ
ず
に
残
り
高
校
生
活
を
楽
し
ん
で
く
だ

さ
い
。

横
田
　
建
設
業
は
や
り
が
い
が
あ
る
と
言
わ
れ
ま

す
が
、
や
り
が
い
を
得
る
に
は
自
分
で
考
え
行
動

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
残
る
高
校
生
活
の
中

で
、
そ
う
し
た
力
を
身
に
着
け
て
い
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
。

司
会　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
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仙
台
市
内
12
施
設
を
巡
る

福
祉
施
設
に
寄
付
金
贈
呈

仙
台
建
設
業
協
会
は
２
月
13
日
、
社
会
福
祉
施

設
へ
の
寄
付
活
動
を
こ
と
し
も
実
施
し
ま
し
た
。

★事務局だより★
本年度も青田茂雄専務理事、小野
麻子さん、鶴谷侑子さん、岩佐慎
介さんの4人体制で日々の業務に当
たっています。2020年度は、新型
コロナウイル感染症が猛威を振るい、
各所でその影響が現れました。仙建
協でも春の広瀬川一万人プロジェク
ト中止や総会の書面開催など、これ
まで経験したことがない事務局運営
を行ってきました。
このような中ですが、青田専務は

「昨年度までと同様の運営をするた
め、創意工夫しながら業務に当たっ
ています」と述べ、岩佐さんは「人
が集まる会議などを開く時、感染対
策を徹底し安心して参加できる環境
づくりに努めていきたいです」と力
を込めました。
また、小野さんは「会員さんが良
い仕事ができるよう支えていきます」
と話し、鶴谷さんも「会員さんと直
接お会いすることは少ないですが、
皆さんをサポートできるように頑張
ります」と意気込みを語りました。

鶴谷さん、青田専務理事、小野さん、岩佐さん

新
型
コ
ロ
ナ
受
け

初
め
て
書
面
開
催

2
0
2
0
年
度
定
時
総
会

仙
台
建
設
業
協
会
は
、
書
面
表
決
に
よ
る
２
０ 

２
０
年
度
定
時
総
会
を
開
き
、
役
員
改
選
で
深
松

会
長
を
再
任
し
ま
し
た
。
20
年
度
は
、
仙
台
市
と

の
災
害
訓
練
を
よ
り
実
践
的
な
内
容
で
実
施
す
る

ほ
か
、
浜
松
建
設
業
協
会
と
の
災
害
時
の
相
互
協

定
に
基
づ
き
、
浜
松
市
で
活
動
す
る
作
業
部
隊
の

体
制
構
築
な
ど
に
取
り
組
む
方
針
を
示
し
ま
し
た
。

事
業
計
画
に
は
▽
集
団
資
源
回
収
運
動
の
実
施

▽
協
定
に
基
づ
く
災
害
応
急
措
置
協
力
会
の
活
動

推
進
▽
高
校
生
の
現
場
実
習
や
進
路
ガ
イ
ダ
ン
ス

の
支
援
事
業
―
な
ど
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

加
え
て
、
宮
城
県
共
同
募
金
会
と
協
力
し
、
赤

い
羽
根
共
同
募
金
会
の
募
金
箱
を
会
員
企
業
に
設

置
す
る
こ
と
も
報
告
し
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
、
役
員
改
選
で
は
常
任
理
事
に
佐
々

木
宏
明
氏
（
橋
本
店
代
表
取
締
役
社
長
）、
労
務
・

安
全
管
理
委
員
長
に
千
田
隆
志
氏
（
千
田
建
設
代

表
取
締
役
）
を
そ
れ
ぞ
れ
新
任
し
ま
し
た
。

深
松
会
長
は
書
面
で
「
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
に
は
、
地
元
建
設
業
の
持
続
的
な
存
続
・
発

展
と
、
担
い
手
を
確
保
・
育
成
す
る
こ
と
が
大
き

な
柱
に
な
り
ま
す
。
行
政
機
関
な
ど
と
連
携
し
な

が
ら
持
続
的
発
展
の
た
め
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
」

と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
ま
し
た
。

仙
建
協
も
活
動
に
協
力

広
瀬
川
１
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

建
設
関
係
団
体
な
ど
が
多
数
参
加
す
る
「
広
瀬

川
１
万
人
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
第
29
回
一
斉
清
掃

が
９
月
26
日
、
仙
台
市
と
名
取
市
の
計
17
会
場
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
仙
台
建
設
業
協
会
が
担
当
す
る

千
代
大
橋
会
場
に
は
、
会
員
49
社
か
ら
91
人
が
参

加
し
、
除
草
や
ご
み
拾
い
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
、
春
と
秋
に
広
瀬
川
流
域
で
清
掃

や
除
草
な
ど
を
実

施
す
る
も
の
。
春

は
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
拡
大
防
止
の

観
点
か
ら
中
止
。

こ
と
し
初
め
て
と

な
る
秋
の
活
動

は
、
各
会
場
で
参

加
人
数
を
制
限
す

る
な
ど
、
感
染
対

策
を
施
し
た
上
で
開
催
し
ま
し
た
。

仙
台
建
設
業
協
会
が
担
当
す
る
会
場
は
、
参
加

者
を
縮
小
し
て
実
施
。
深
松
努
会
長
は
「
今
回
は

除
草
を
中
心
に
行
い
、
き
れ
い
な
河
川
敷
に
よ
み

が
え
ら
せ
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。
そ

の
後
、
参
加
者
は
河
川
敷
の
園
路
の
除
草
な
ど
に

尽
力
し
ま
し
た
。

利用者（手前中央）と菅原委員長（右）
ほか

同
協
会
環
境
福
祉
委
員
会
と
事
務
局
の
メ
ン
バ
ー

が
仙
台
市
内
12
カ
所
へ
寄
付
金
を
届
け
て
回
り
ま

し
た
。

こ
の
活
動
は
、
施
設
の
運
営
な
ど
に
役
立
て
て

も
ら
う
た
め
企
画
し
て
お
り
、
今
回
で
27
回
目
。

寄
付
活
動
の
う
ち
同
委
員
会
の
菅
原
博
委
員
長
と

渡
邊
友
紀
委
員
、
仙
建
協
事
務
局
の
青
田
茂
雄
専

務
理
事
は
、
仙
台
市
太
白
区
に
あ
る
八
木
山
つ
ど

い
の
家
を
訪
問
し
、
寄
付
金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

同
施
設
で
は
、
障
害
者
の
生
活
介
護
事
業
に
加

え
喫
茶
店
を
営
業
し
て
お
り
、
施
設
の
利
用
者
が

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
携
わ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

施
設
管
理
責
任
者
の
佐
々
木
健
氏
は
「
寄
付
金

は
利
用
者
が
作
成
す
る

絵
や
写
真
な
ど
創
作
活

動
の
道
具
を
購
入
す
る

際
に
大
切
に
使
わ
せ
て

い
た
だ
く
」
と
謝
意
を

示
し
ま
し
た
。

菅
原
委
員
長
は
「
地

域
の
福
祉
施
設
の
活
動

を
今
後
も
応
援
し
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し

ま
し
た
。

●仙台労働基準監督署・労安委員指導員
意見交換会
●木造家屋建築工事パトロール
●広瀬川1万人プロジェクト・第29回一
斉清掃（千代大橋）参加

10月
●2020年度安全大会
●第3回集団資源回収運動
●宮城県土木施工管理技士会仙台支部研
修会
●今年度要望に関する第2回仙台市との
意見交換会
●木造家屋建築工事パトロール
●中古メガネ回収運動
●泉区役所と災害応急措置協力会との災
害時合同訓練及び協会内情報伝達訓練
●進路のミカタＬＩＶＥ2020へ参加

11月
●常任理事会・第160回理事会
●宮城県建設業協会防災訓練参加
●木造家屋建築工事パトロール
●2020年度建設工事安全パトロール
●仙建協・杜の都組合共催の感染症対策
のＷｅｂセミナー
●第4回集団資源回収運動

12月
●木造家屋建築工事パトロール
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え
る
仲
間
を
増
や

し
て
ほ
し
い
で
す
」

と
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
ワ

ン
ダ
ー
ベ
ル
合
同
会

社
の
中
村
秀
樹
氏

を
講
師
に
招
き
「
工

事
管
理
の
基
本
と
実

践
力
講
座
」
と
題

し
て
研
修
を
実
施
。

こ
の
中
で
は
、
①
工

事
管
理
の
基
本
②
ケ
ー
ス
別
施
工
対
応
へ
の
実
践

力
応
用
―
の
２
つ
の
セ
ク
シ
ョ
ン
で
研
修
を
進
め
、

演
習
問
題
な
ど
を
通
じ
て
工
事
管
理
の
技
術
を
学

ん
だ
ほ
か
、
班
に
分
か
れ
て
の
自
己
紹
介
や
「
頼

り
に
な
ら
な
い
現
場
代
理
人
と
は
？
」
な
ど
を
テ
ー

マ
と
し
た
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
、

技
術
者
間
で
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

こ
と
し
も
資
源
回
収
運
動
を
継
続

１
年
目
の
収
集
金
で
環
境
教
材
を
寄
付

仙
台
建
設
業
協
会
が
環
境
福
祉
事
業
の
一
環
と

し
て
実
施
し
て
い
る
集
団
資
源
回
収
運
動
が
、
こ

と
し
で
２
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。
こ
の
運
動
は
、

会
員
の
会
社
や
家
庭
か
ら
出
る
資
源
ゴ
ミ
を
集
積

先
会
社
単
位
で
集
め
て
回
収
し
、
収
益
を
環
境
福

祉
事
業
と
し
て
社
会
に
還
元
し
よ
う
と
い
う
取
り

組
み
で
、
年
５
回
の
回
収
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

資
源
ゴ
ミ
は
会
員
会
社
単
位
で
集
め
、
回
収
日

前
日
に
集
積
先
会
社
（
９
社
）
の
指
定
場
所
に
持

ち
込
む
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
仙
台
建
設
業
協

会
で
は
、
こ
と
し
か
ら
集
積
場
所
が
一
目
で
わ
か

る
よ
う
な
立
て
看
板
を
作
製
し
、
収
集
先
会
社
に

配
付
す
る
な
ど
資
源
を
増
や
す
工
夫
を
し
ま
し
た
。

昨
年
の
12
月
３
日
に
は
、
１
年
目
の
収
益
金
で

仙
台
市
の
環
境
学
習
拠
点
「
せ
ん
だ
い
環
境
学
習

館
環
さ
ん
サ
ロ
ン
」
に
集
音
器
５
台
と
環
境
カ
ッ

プ
10
セ
ッ
ト
（
１
２
０
個
）
を
寄
付
し
ま
し
た
。

贈
呈
式
に
参
加
し
た
仙
台
建
設
業
協
会
環
境
福

祉
委
員
会
の
大
槻
秀
樹
副
委
員
長
は
「
こ
う
し
た

活
動
を
通
じ
て
、
環
境
を
良
く
す
れ
ば
ま
ち
が
良

く
な
る
こ
と
を
子
ど
も
た
ち
に
伝
え
て
い
き
た
い

で
す
」
と
決
意
を
表
明
。
こ
れ
を
受
け
、
仙
台
市

環
境
局
の
遠
藤
守
也
局
長
は
「
環
境
学
習
機
材
を

寄
付
し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
た
い
。
わ
れ
わ
れ
が

最
も
力
を
入
れ
て
い

る
子
ど
も
に
対
す
る

環
境
の
ア
ピ
ー
ル
に

生
か
し
て
い
く
」
と

謝
意
を
示
し
ま
し
た
。

仙
台
建
設
業
協
会

で
は
、
本
年
度
も
同

学
習
館
へ
の
教
育
教

材
の
寄
付
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

技
術
者
同
士
の
親
睦
深
め
る

仙
台
市
で
研
修
会
を
開
催

宮
城
県
土
木
施
工
管
理
技
士
会
仙
台
支
部
は
10

月
６
日
、
会
員
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
仙
台
建

設
業
協
会
が
入
居
す
る
宮
城
県
建
設
産
業
会
館
で

開
き
ま
し
た
。
27
人
の
若
手
技
術
者
が
参
加
し
、

施
工
管
理
の
基
本
や
応
用
に
つ
い
て
学
ん
だ
ほ
か
、

グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
を
通
し
て
親

睦
を
深
め
ま
し
た
。

開
会
に
当
た
り
、
深
松
努
支
部
長
が
自
身
の
経

験
を
踏
ま
え
つ
つ
「
現
場
で
は
、
自
分
だ
け
で
分

か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の
時

に
、
仲
間
や
先
輩
な
ど
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
し
っ

か
り
と
仕
上
げ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
今
日

は
、
技
術
的
な
研
修
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
他
社

社
員
と
の
親
睦
を
深
め
、
困
っ
た
と
き
に
聞
き
合

災
害
時
に
迅
速
な
初
動
対
応
を

泉
区
と
合
同
訓
練

仙
台
建
設
業
協
会
は
10
月
29
日
、
仙
台
市
泉
区

と
災
害
時
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。
地
震
に

よ
る
被
災
を
想
定
し
、
泉
区
隊
長
社
の
赤
坂
建
設

が
出
動
。
区
役
所
職
員
と
情
報
を
取
り
ま
と
め
な

が
ら
、
円
滑
な
連
携
を
目
指
し
て
初
動
対
応
の
手

順
な
ど
を
確
認
し
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
は
、
仙
台
建
設
業
協
会
が
仙
台
市
と

結
ん
で
い
る
「
災
害
時
に
お
け
る
応
急

措
置
の
協
力
に
関
す
る
協
定
」
に
基
づ

き
区
輪
番
で
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。

当
日
は
、
８
時
50
分
に
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
８
・
０
、
震
度
６
弱
の
地
震

が
発
生
し
た
と
想
定
。
発
災
後
、
仙
台

建
設
業
協
会
災
害
応
急
措
置
協
力
会
の

赤
坂
建
設
か
ら
担
当
者
が
駆
け
付
け
、

無
線
に
よ
る
円
滑
な
情
報
交
換
で
仙
建

協
の
協
力
体
制
を
整
え
ま
し
た
。

協
力
会
本
部
は
、
泉
区
隊
長
社
を
含
む
計
７
隊

長
社
に
各
作
業
隊
本
部
の
立
上
げ
を
要
請
し
ま
し

た
。
そ
の
後
、
協
力
会
本
部
よ
り
泉
区
へ
災
害
対

策
本
部
の
設
置
を
報
告
し
た
の
に
対
し
、
泉
区
よ

り
協
力
要
請
と
出
勤
要
請
が
あ
り
ま
し
た
。
市
道

加
茂
幹
線
２
号
線
道
路
の
一
部
な
ど
が
陥
没
し
て

い
る
と
の
通
報
が
消
防
か
ら
入
り
、
班
長
社
の
担

当
者
と
泉
区
職
員
が
現
場
に
急
行
し
ま
し
た
。
現

場
に
到
着
し
た
職
員
ら
は
状
況
を
確
認
し
た
後
、

応
急
復
旧
が
必
要
と
判
断
。
連
絡
を
受
け
た
区
は
、

応
急
復
旧
作
業
と
資
材
の
搬
入
を
要
請
し
ま
し
た
。

円
滑
な
や
り
と
り
に
よ
り
発
災
か
ら
約
１
時
間

で
初
動
対
応
を
終
え
ま
し
た
。

訓
練
を
担
当
し
た
赤
坂
建
設
の
佐
藤
貴
専
務
取

締
役
は
「
有
事
に
迅
速
に
行
動
で
き
る
よ
う
、
こ

れ
か
ら
も
訓
練
を
続
け
た
い
で
す
」
と
気
を
引
き

締
め
ま
し
た
。

新しい顔ぶれ
（代表者変更）
2020年4月 1 日　㈱東北ロンテック

代表取締役　松岡　秀樹
　〃　5月27日　仙台アスコン㈱

代表取締役　菅井　守
　〃　5月28日　㈱東北リアライズ

代表取締役　渡部　尚
　〃　6月 1 日　㈱千葉建設

代表取締役　小林　伸介
　〃　9月 1 日　山辰建設㈱

代表取締役社長　與那覇　一登
　〃　9月10日　銅谷建設㈱

代表取締役社長　結城　和郎

行事報告
4月
●常任理事会・第157回理事会

5月
●2020年度定時総会（書面決議）
●第158回理事会（書面決議）
●宮城県土木部施工管理技士会仙
台支部代議員会
● 「新型コロナウイルス感染対策の
ための寄付金」仙台市への贈呈式

●木造家屋建築工事パトロール

●第1回集団資源回収運動
●第1回雇用・安全パトロール

6月
●仙台地区木造家屋等建築工事安
全委員会（書面決議）
●仙台建設業協会赤い羽根共同募
金箱設置について記者発表
●木造家屋建築工事パトロール

7月
●今年度要望に関する第1回仙台
市との意見交換会
●木造家屋建築工事パトロール
●仙台建設業協会2019年度施工
仙台市優良建設工事表彰（縮小
開催）
●仙台市建設局長・区建設部長と
の意見交換会
●第2回集団資源回収運動
●宮城県土木部仙台管内事務所と
の意見交換会
●常任理事会・第159回理事会

8月
●仙台市営繕課との意見交換会
●木造家屋建築工事パトロール
●第2回雇用・安全管理パトロール

9月
●下水更生管工事関する第1回仙
台市との意見交換会
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